
       ばい煙発生施設届出計算書 （都市ガス１３Ａ用） №１ 
 
 
 
 
バーナーの最大燃焼能力                                                  Ｎ㎥／ｈ 1

 
 
 
燃料の通常使用量                                                        Ｎ㎥／ｈ 2

 
 
 
都市ガス中の硫黄分                                           3

 
 
排出ガス温度                                                 4

 
 
煙突頂の直径                                                 5

 
 
地上からの排出口の実高さ                                     6

 
 
煙突の傘付の有無 
 
 
 
 
１．湿り排出ガス量＝燃焼能力×湿り排出ガス係数 
 
   最 大＝          ×１３．４＝          Ｎ㎥／ｈ 1

 
7
 

 
 
   通 常＝          ×１３．４＝          Ｎ㎥／ｈ 2

 
8
 

 
 
２．乾き排出ガス量＝燃焼能力×乾き排出ガス係数 
 
   最 大＝          ×１１．２＝          Ｎ㎥／ｈ 1

 
9
 

 
 
   通 常＝          ×１１．２＝          Ｎ㎥／ｈ 2

 
10

 
 
 
３．硫黄酸化物量＝燃焼能力×硫黄分×０．００７ 
 
   最 大＝          ×          ×０．００７＝          Ｎ1

 
3

 0.000
1

 0.000
 
 
   通 常＝          ×          ×０．００７＝          Ｎ2

 
3

 0.000
1

 0.000
 
 
 
          硫 黄 酸 化 物 量                
４．硫黄酸化物濃度＝              ×10

6 
＝          ×10

6 
＝ 

          乾き排出ガス量 

 0.000

9 

1

 
 
 
５．排出ガスの絶対温度＝          ＋２７３＝          Ｋ 4

 
14

 
 
 
 
６．煙突頂の断面積＝０．７８５×          

2 
＝           ㎡ 5

 
15

 
 
 
 
                                             ２８８ 
７．１５℃における排出ガス量 Ｑ＝          ×      ＝       
                  ３６００ ２７３ 

7

16
 

 

           ％  
  0.000 

           ℃  

           ｍ  

           ｍ  

 
傘 有 ・ 傘 無             
㎥／ｈ 
 
2
 
1
㎥／ｈ 
3

11
          ｐｐｍ  0.000 

    ㎥／Ｓ 




